


様式１
たすきの会

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情費 会議費 資料作成費 資料購入費 その他の経費

1 R7.10.27 令和7年度政務活動費（１０月～３月） 540,000 540,000

2 R8.3.3
・3/24(火)～25(水)
行政視察（愛知県新城市）
交通費（飛行機代）

217,320 217,320 322,680

3 R8.3.24
・3/24(火)～25(水)
行政視察（愛知県新城市）
レンタカー代

21,854 21,854 300,826

4 R8.3.24
・3/24(火)
行政視察（愛知県新城市）
行政視察料

18,000 18,000 282,826

5 R8.3.24
・3/24(火)
行政視察（愛知県新城市）
高速代

7,626 7,626 275,200

6 R8.3.25
・3/25(水)
行政視察（愛知県新城市）
高速代

4,581 4,581 270,619

7 R8.3.25
・3/24(火)～25(水)
行政視察（愛知県新城市）
宿泊代

49,680 49,680 220,939

8 R8.3.25
・3/24(火)～25(水)
行政視察（愛知県新城市）
ガソリン代

4,497 4,497 216,442

9 R8.3.25
・3/24(火)～25(水)
行政視察（愛知県新城市）
駐車場代

986 986 215,456

10 R8.3.31 活動報告折込料 171,858 171,858 43,598

11

12

13

14

15

合計 540,000 496,402 306,544 18,000 171,858 0 0 0 0 0 0 43,598 43,598円は市へ返還

※年月日は収支事実があった年月日を記載する。
※内容には、政務活動が特定できるように、年月日、場所、活動内容などが明確にわかるように記載する。

残　額 備考

支出内訳

経費項目別内訳

政務活動費出納簿

整理
番号

年月日 内　容 収　入 支　出















































3/24 新城市若者議会の概要（設立経緯と活動実績） 

 

■新城市の概要と若者議会設立の背景 

新城市の紹介 

・愛知県東部に位置し、面積は約 500k ㎡、人口は約 4 万 2 千人。 

・平成の大合併で誕生し、合併当初から人口が 1 万人以上減少している。 

・新東名高速道路の新城 IC 開通により、交通の便が向上した。 

・四谷の千枚田、阿寺の七滝、長篠の戦い跡地などの観光地がある。 

 

市民自治の推進 

・「新城市自治基本条例」に基づき、「市民が主役のまちづくり」を推進している。 

・地域自治区制度や市民まちづくり集会、女性議会など多様な政策を実施している。 

 

若者議会設立の経緯 

・2012 年、英国での会議に参加した若者が、海外の若者との議論で悔しい思いをしたこと

がきっかけ。 

・帰国した若者がボランティア団体「信州ユースの会」を立ち上げ、その活動が前市長の目

に留まった。 

・前市長は、若者の自立支援や人口減少への危機感から、若者の声を政策に活かす必要性を

感じていた。 

・若者の思いと市長の思いが一致し、若者政策がスタートした。 

 

■若者議会の制度設計と仕組み 

条例の制定 

・市長が変わっても活動が続くよう、「新城市若者条例」と「新城市若者議会条例」を制定

した。 

・若者条例では、若者を「おおむね 13 歳から 29 歳」と定義している。 

・若者議会条例では、議会の仕組みについて定めている。 

・他市では「若者会議」という名称もあるが、ヨーロッパの「ユースカウンシル」なども参

考にし、インパクトを持たせる意図からあえて「議会」と名付けたと推測される。 

 

若者議会の構成 

・市長の附属機関として、諮問を受け答申を行う。 

・メンバーは「委員」という呼称を使用。過去に市議会議員から、選挙で選ばれる「議員」

と区別すべきとの声があったため。 



・委員（市内在住・在学・在勤の 16～29 歳、定員 20 名）、市外委員（定員 5 名）で構成さ

れる。 

・サポート役として、市民や経験者からなる「メンター市民」（近年は全員が OB/OG）と、

市の若手職員「メンター職員」がいる。 

・委員の任期は 1 年だが再任も可能。最長で 4 年連続務めた人もおり、多くは 2 年程度で

メンター市民になる。 

 

年間スケジュール 

・2 月～3 月: メンバー募集が完了。 

・4 月: 準備会を開催。 

・5 月: 第 1 回議会が開始。所信表明と市長からの諮問。 

・5 月以降: テーマごとに委員会（チーム）を設置し、検討を開始。 

・8 月: 中間報告を実施し、各担当課からの意見を踏まえ再検討。 

・11 月: 市長への答申（予算提案）。 

・12 月以降: 予算に関わらない詳細を詰め、3 月に市長へ最終報告。 

・翌年 4 月以降: 市議会で承認された事業が実施される。 

 

■新城市若者議会の活動状況と実績 

活動概要 

・従来は政策提案が中心だったが、昨年度（令和 7 年度）の 10 期生は主体的にイベントを

企画・運営し、約 700 人を集客。若者自身が課題解決に取り組む動きが見られた。 

 

各期の活動状況 

・11 期生の提案は予算が承認され、令和 8 年度に執行予定。活動は明日、最終報告をもっ

て終了。 

・12 期生の募集は定員を超える応募があり、選考が必要な状況。 

 

外部からの関心 

・今年度、全国約 20 の自治体から視察があり、「若者の集め方」や「10 年間の活動継続方

法」に関心が寄せられている。 

 

若者議会出身の議員 

・これまでに合計 2 名が新城市の議員として当選（竹下議員、加藤議員）。 

・他に、浪江町や東京都中野区の議員になった経験者もいる。 

 

 



■若者議会による提案事業の事例 

概要 

実際に提案され、実現した事業の事例。 

 

事例 1：ふるさと情報館リノベーション事業 

新城図書館 2 階の郷土資料室を、学生が勉強や交流できる多目的空間に改修。3 か年かけて

提案された。 

 

事例 2：若者アウトドア観光事業 

 Instagram のフォトコンテストを開催し、観光マップ「真城井戸フォトマップ」を作成。 

 

事例 3：C&H マッチング事業 

 市内企業への関心が低い高校生の状況を受け、若者目線で市内企業の魅力を発信する情報

誌「未来へ」を作成。 

 

事例 4：新城市趣味活サイト 

学校外での交流機会減少に対応するため、市内の文化・スポーツ団体を紹介するウェブサイ

トを作成。 

 

■新城市におけるその他の若者向け取り組み 

新城市若者チャレンジ補助金 

若者主体のイベント等に上限 20 万円を補助。 

 

つながる地域と若者の輪 

中学生向けの 1 日限定イベント。アイデアは地域協議会等で共有され、実現を目指す。 

 

お帰り若者同窓会応援制度 

若者が市内で同窓会を開催する際、商品券 3000 円分を贈呈。U ターン・I ターン促進が目

的で、来年度運用開始を検討中。 

 

■若者議会の運営に関する質疑応答と課題 

議会の開催時間と報酬 

・高校生が参加しやすいよう、平日の 19 時～21 時に開催し、テスト期間は配慮。 

・来年度から報酬体系を会議ごとの支給（3000 円＋交通費）から年額 3 万 6 千円に変更。

会議以外の活動も評価する意図がある。 

 



提案が市議会で否決されたケース 

過去 11 年間で一度もない。 

 

予算提案権 1000 万円の根拠 

設立当時の市長が提示した目安であり、確保された金額ではない。 

 

提案事業の実施期間 

・初期は 3 カ年計画の事業もあったが、新規提案の予算枠を確保するため、近年は単年度提

案が主流。 

・事業実施後に担当課の判断で継続されるケース（企業情報誌「未来」、防災キャンプなど）

はある。 

 

委員の応募状況 

コロナ禍を境に定員割れが多くなったが、12 期は定員超。高校の先生の協力や口コミが応

募数に影響する。市外委員枠は比較的応募が多い。 

 

広報活動 

チラシ、ポスター、SNS 広告などを活用しているが、最も効果的なのは身近な人からの「口

コミ」。 

 

事務局の関与 

決定権は委員に委ね、職員は代替案の提示などサポートに徹する。介入しすぎない「塩梅」

が難しい。 

 

課題：効果測定と波及効果 

・明確な KPI 設定や効果検証ができていないことが課題。「第二次若者総合計画」の目標に

基づき、若者へのアンケートで達成度を測るなどの検討が進んでいる。 

・若者議会以外の若者層への関心の広がりが弱く、集客に苦労している点が今後の課題。 

 

他世代からの意見 

「若者だけずるい」という声に対し、高齢化社会で若者の意見を取り入れる必要性や、女性

議会が成果を出して終了した経緯などを説明している。 


